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ら70歳代（No. 7 ）であった．入院期間は， 6年から30
年（No.1），3年から13.7年（No. 4 ），平均10.3年（No. 6 ），
5年から53年（No. 7 ）であった．また，いずれも記載
のない文献が， 3件（No. 2 ， 3 ， 5 ， 8 ）であった．
選定した 7文献のうち「長期入院」に該当する入院期間
を規定していたものは，3件（No. 3 ，5 ，6 ）であった．
1年から 5年以上入院している患者を「ニューロングス
テイ患者」と定義（No. 3 ），10年以上入院している患者






（No. 1 ， 2 ， 3 ， 8 ）， 2．退院支援が成功する要因と
介入のコツに関する内容のもの（No. 4 ， 5 ）， 3．退院
支援を目指した看護実践のプロセスと構造に関する内容
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